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研究分野：幾何、大域解析、非可換幾何  
科研費の分科・細目：幾何学 
キーワード：亜群、ジャーブ、非可換幾何、指数定理、変形量子化 
 
１．研究計画の概要  
さまざまな特性類についてそれに対

応する幾何学的対応物あるいは代数的
な対応物を構成して、さらにその構造
や自己同型について考察を進めてきた。 

 
２．研究の進捗状況  
整数係数の3次コホモロジー類であ

るDixmier-Douady類の幾何学的対応
物、すなわちgerbeでひねったtwisted 
vectorial bundleと以前筆者により導
入されたspin亜群というものを直接組
み合わせることにより、Dixmier-Dou
ady類を反映させたtwisted spin con
nectionの候補を考察して、その基本的
な亜群作用に関する変換法則について

計算を行った。亜群の非可換幾何学研

究への重要性は ``twisted K-theoryの
作用素論的な定義とbundle gerbe m
oduleによる定義" に深く関係してい
ることからも容易に想像がされること

ではあるが、実際に亜群という概念を

意識しながらいろいろなものを眺めて

いると、実は亜群構造が様々な場面に

（陰に）現れていることに気がつかさ

れる。亜群を考えることの別のメリッ

トの一つとして複素線束では齟齬を解

消することができなかったのが、亜群

のカテゴリーでは齟齬を打ち消しあう

ようにすることもできる。この場合に

は通常の（閉じた多様体の上の）楕円

型微分作用素が得られることになり、

通常の指数定理の枠組みに乗る。他方

ではDixmier-Douady類を反映させた
い場合には、ツイストを行うわけであ

るが、こちらは一般には下の多様体上

の微分作用素には落ちてこないので、

取り扱いはきわめて困難である。特に

時間に関する熱核を構成するに当たっ

ては時間にかんする初期条件で局所的

な形式解の構成を行うことは出来はす

るものの、その大域的かつ漸近的挙動

を見るのはきわめて困難であることが

予想される。これは今後の大きな課題

であろう。さらにこの先に見える話題

としてはスピン亜群に同伴するスピノ

ールバンドルをtwisted vectorial bu
ndleで捻ったところ（Dixmier-Douad
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y類に対応する亜群に同伴するモデュ
ロイドのセクションのなす空間）に作

用するディラックを考えたり、その同

変版を考えたり、局所化を考えたりと

いうことがあるかと思われる。これら

も貼り合うように捻った場合には楕円

型の話に帰着されるものと期待される。 
 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している点： 
２次のポアンカレ・カルタン類に対

応する接触ワイル多様体上の（底多様

体には恒等写像を誘導する）自己同型

群へは、それに入れるべき適当な多様

体構造をはっきりさせることが可能と

なった。いままでに、接触ワイル多様

体の上の自己同型群を多様体としてと

らえるという試みはなかったので新た

な結果と言える。  
 
４．今後の研究の推進方策 

スピン亜群に同伴するスピノールバ

ンドルをtwisted vectorial bundleで
捻ったところ（Dixmier-Douady類に
対応する亜群に同伴するモデュロイド

のセクションのなす空間）に作用する

適切な接続を考察する予定。これにつ

いてはtwisted vectorial bundle自身
の研究考察が必要であり、なおかつそ

れとスピン亜群とのテンソル積を考察

することが必要になる。またそれらが

作用する先としてモデュロイドを拡張

して定義するわけだがその断面の空間

はコサイクル条件を満たさないがある

種の結合的変換関数の作用との両立性

を有するものとして定義されるべきも

のであろう。 

 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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